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市場に出回っているシイタケの多くは、

おがくずなどを固めたものに菌を植え

る「菌床栽培」で、温度や湿度がコントロー

ルしやすく、安定した栽培ができる。

しかし、おいしさとなると、昔ながら

の「原木栽培」に軍配が上がる。

中でも、シイタケに最も適していると

されるクヌギの丸太で栽培したものは、

香りがよく、肉厚で歯ごたえやうまみ

があって焼いても型くずれしない。他

の原木に比べて成長も早い。

中本さんは、40年以上もドングリか

ら育てたクヌギの木を使って栽培し

ている。

「手間はかかりますが、原木から作り

上げたシイタケには愛着があります。

味にも絶対の自信があります」

最初からうまくいったわけではな

い。所有林で何かを栽培しようと、

軽い気持ちでシイタケを作り始め

た。当時は仲間も５人ぐらいいた

が、シイタケ栽培は植菌してか

ら１～２年しないと収穫できず、

米や野菜のようにすぐに

収入にならないため、皆

やめていった。

当時は冷蔵庫も乾燥機もなく、

採るとすぐ黒くなり、原木に雑菌

が入ってダメになることもあった。

妻が市場や近くの企業に売りに行

くが、簡単ではなかった。

どうすればおいしいシイタケが栽

培できるのか、試行錯誤の連続だっ

た。冬はハウスをま

きストーブで暖かく

し、夏は山からの

冷たい湧き水を引き、

そこに木を漬けてか

ら植菌したりもした。

４㌶の土地に、クヌ

ギの木をドングリか

ら育てる林も作った。

そのうち、「これだ！」

と思えるシイタケが

できるようにな

り、コツコツとチ

ラシを配って売り歩い

た。そのかいあって、今では東京や九

州からも注文が舞い込むようになった。

「資源の再活用」も中本さんのシイタケ

づくりの特徴だ。栽培小屋は、

クヌギの廃材を活用した手作り。

使い終えた原木はまきストーブ

にくべたり、シイタケを焼く炭

に利用したりしている。さらに

カブトムシなどのすみかにして、

できた腐植土を野菜や花を育て

るのに再利用している。

栽培の合間には、シイタケ栽

培の普及活動にも力を入れて

いる。小学生や高校生、地域

の人に、植菌の仕方を教え、山の体験

学習を開いている。

夏はシイタケ狩りだけでなく、古い原

木に集まってくるカブトムシやクワガ

タなどの昆虫採集も楽しめると言う。

（取材・鋒山）
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●TEL：0748-88-5709（作業所）

ドングリからクヌギの原木
手間暇かけてシイタケ栽培手間暇かけてシイタケ栽培

 
【場所】甲賀市甲賀町 
【料金】１人/1,200円～1,500円 
※１日１組限定。農繁期の５月以外可。
　希望日の１週間前までに要予約。
　詳細は要問い合わせ

 
「鹿深ふれあい市・四季彩館」(甲賀町)
で販売中。宅配は要問い合わせ
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